
スライドカンファレンス 症例2
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後藤 大輔



症例 ： 80歳代

主訴 ： 不正性器出血

画像所見： MRIにて子宮体部に7cm大の腫瘤あり

採取器具：スクリーブラシ

標本作製：従来法
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選択肢

1. 高異型度子宮内膜間質肉腫

2. 通常型平滑筋肉腫

3. 癌肉腫

4. 類内膜癌 G3

5. 転移性腺癌（大腸癌）


